
２ 協議体の開催

生活支援コーディネーターの活動実績（報告） 資料３

区全域協議体 生活支援コーディネーターの取組報告

基本地区協議体で抽出された課題についての意見交換
【参加者からの意見】
→ 居場所同志のつながりが必要。協議体で情報共有や連携が強化できる。

活動の継続には、多世代や多職種の関わりが必要。

３ コーディネート事例

①支援が必要な高齢者のマッチング

高齢者と同居する家族からの相談。コロナ

禍以降、外に出る機会がなくなっている。家

から近いところで外に出るきっかけがないか

との内容。

生活支援コーディネーターが、ご自宅に伺

い、近隣で実施する街かどケアカフェにお誘

い。当日は参加者の中に顔見知りの地域の方

がおり、久々の再開を喜ばれていた。これを

きっかけに、定期的に会に参加されるように

なった。

②元気高齢者のマッチング

親の介護を経験した高齢者から、地域で

何か活動を始めたいが、地域でどんなこと

ができるのかわからないとの相談内容。

生活支援コーディネーターが同行し、相談

者の住まいの近くにあるNPO団体の活動を紹

介。食事の提供や、通いの場としている団体

で、遠くに行かなくても活動ができそうだと、

担い手として活動することになった。

ほか、地域サロン型の街かどケアカフェの

担い手として活動につながった事例もあり。

③地域活動の立ち上げ支援

区が実施する「フレイル予防サポーター
研修」で、生活支援コーディネーターの取
組を説明し、研修生に地域活動の立ち上げ
を呼びかけた。

数名の研修生と、地域の民生委員、薬剤師、

介護事業者、地域住民が、通いの場の企画や

実施など、住民主体の活動が始まった。地域

のニーズを汲み取りながら、活動内容を検討

したり、月１回の活動実施につながっている。

ほか、高齢者だけでない多様な団体や地域

住民と連携を始めた事例もあり。

１ 活動内容

基本地区協議体（４地区）地区協議体で出た現状や課題の検討

【議題】地域団体から活動を立ち上げたきっかけや活動内容の報告など
→ 地域で居場所があっても、情報が地域に浸透しておらず、たどり着けない

地区協議体（27地区）
【議題】「生活支援コーディネーターの役割について」
「地域でのつながりについて」「安心して暮らせる地域づくり」など課題の抽出
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